
担当教員            Instructor Name 

伊藤敦規            ITO Atsunori  

開講期   Class Start at 

後期    2nd Semester 

開講期間 Period 

半期    One Semester 

対象年次 / Suggested Grade 

3,4,5  

科目コード / Subject Code 

20DRSe01 

単位 / Credit 

2   

科目名称： 

アメリカ文化研究 

Subject: 

Lecture (American Studies) 

授業概要： 

アメリカ先住民と博物館 /  Native American and Museum 

・講義と演習 

・米国における米国先住民文化の研究について触れ、民族誌的および実践的知識を深めるとともに、

受講者の研究地域や研究対象としている民族集団の実情と比較して考察できるようなものの見方を

身につける。 

教育目標・目的： 

文化人類学及び博物館人類学の分野における米国先住民文化の研究について触れ、民族誌的および近

年の実践的知識を深め、受講者の研究地域や研究対象としている民族集団の実情と比較して考察でき

るようなものの見方を身につけさせる。 

授業計画： 

文献購読と討論 

１．ガイダンス 

２．購読１『北アメリカ先住民の社会経済開発』（岸上伸啓編、明石書店） 

３．購読２『展示する人類学――日本と異文化をつなぐ対話』（高倉浩樹編、昭和堂） 

４．購読３『アメリカ先住民を知るための 62章』（阿部珠理編、明石書店） 

５．購読４ Museum Anthropologyなど 

６．購読５ Museum Anthropologyなど 

７．購読６ Museum Anthropologyなど 

８．購読７ Museum Anthropologyなど 

９．購読８ Museum Anthropologyなど 

１０．購読９ Museum Anthropologyなど 

１１．最終討論 

成績評価： 

・事前課題 40％ 

・購読での活動 40％ 

・最終発表 20％ 

実施場所： 

国立民族学博物館、4階、第 3演習室 



使用言語： 

日本語 

教科書・参考書： 

岸上伸啓編『北アメリカ先住民の社会経済開発』、明石書店。 

高倉浩樹編『展示する人類学――日本と異文化をつなぐ対話』、昭和堂。 

阿部珠理編『アメリカ先住民を知るための 62章』、明石書店。他 

備考： 

博物館人類学についての基礎的および専門的知識を有することが望ましい。比較文化学専攻の「博物

館研究特論」の単位を習得していることが望ましい。 

地域文化学専攻・比較文化学専攻の学生のみ履修可 

 


